
推奨添加量

ビスコトップ500K ：水に対して0.75～2.5質量％
アサヒシリコーン AF-146 ：ビスコトップ500Kに対して2.0～10.0質量%

基本物性

内容組成 界面活性剤

外観 無色から黄色の液体

密度 1.020 g/mL (20 oC)

粘度 350 mPa・s (20 oC)

pH 7 - 9

注意： -5oC以上、40oC以下で保管。50oC以上の高温下に長時間放置すると褐色に変化することがあります。

界面活性剤型液体増粘剤

ビスコトップ 500K
～空洞充填用～
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特徴

⚫ 増粘性に影響を及ぼす可能性があるため、シリコン系以外の消泡剤の併用はお控えください。

⚫ ナフタレン系減水剤の使用はお控えください。流動性が必要な場合、ポリカルボン酸系減水剤を併用してください。

⚫ 取扱いに当たっては、保護メガネ、手袋などの保護具を着用してください

⚫ 飲み込んだ場合は、多量の水を飲ませ、吐かせた後、医師の診察を受けてください

⚫ 使用及び取り扱い前に、弊社安全データシート(SDS)をお読みください。

使用上の注意

荷姿

18kg缶 / 190kgドラム / 1000㎏コンテナ

ビスコトップ 500Kはグラウト等の打設において、水質汚濁の低減や材料分離を抑制する効果があります。また流

動性に優れるため、管渠等の埋め殺し、空洞充填に対して、隅々まで充填することが可能です。さらに各種粉体種

(セメント、フライアッシュ、スラグなど)によらず性能を発揮いたしますので、様々な用途への適用が可能です。

施工実績例

2023年 神奈川県横浜市 廃止管渠の充填工事 他の事例に関してはお問い合わせください

滞留水排出の様子施工イメージ図 施工風景

伏越箇所に滞留した水を押し出しながら、セメントミルクを注入する必要がある物件
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試験例

ミキサー：ハンドミキサー
試験温度：20oC恒温室内
セメント：高炉B種セメント(3.04g/㎝3)
砂：京都府産山砂(2.56g/㎝3)
混錬方法：セメント＋砂＋水 (消泡剤含む)→10秒間混練→ビスコトップ500K添加→60秒間混練

品質試験項目 規格/試験方法 目標 備考

フロー値
(JHS A 313)

シリンダー引き抜き法(φ8cm×H8cm)に準拠 250mm以上 現場毎に測定

生比重測定試験
(JHS A313)

単位容積質量(重量法)
1.41～1.51

(配合により異なる)
現場毎に測定

一軸圧縮強度試験
(JSCE-G 505-2010)

円柱供試体を用いたモルタルまたは
セメントペーストの圧縮強度試験方法

1.0N/mm2以上
(σ28d)

φ50mm×H100mmを3本
現場毎に採取

ブリージング率
(JSCE-F532-2013)

ポリエチレン袋法に準拠して測定
0%

(@24h後)
室内試験で実施

(必要に応じて現場で測定)

水中不分離性試験
500ml容器に水300mlを加え、その後スラ
リーを流し込む

上澄み水の濁りが
少ない

室内試験で実施
(必要に応じて現場で測定)

フロー試験 比重測定

水中不分離性試験
ブリージング試験一軸圧縮強度試験

界面活性剤型液体増粘剤

ビスコトップ 500K
～空洞充填用～
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試験例

推奨配合

W/C
水

〔kg/m3〕
セメント
〔kg/m3〕

砂
〔kg/m3〕

VT500K
〔kg/m3〕

消泡剤
AF-146
〔kg/m3〕

150% 676.2 450 450 11.5 0.23

測定結果

測定項目 目標値 測定結果

フロー
(φ8cm×H8cm)

250mm以上 368×366mm

生比重
(‐)

1.48～1.58 1.56

ブリージング
(@24h)

0% 0%

水中不分離性 ◎ ◎

28日強度 1.0N/mm2以上 3.1N/mm2

*本試験結果は一例になります。強度設計は任意に設計することが可能です。高強度配合
(低W/C)の場合、粘性が非常に高くなるため、ポリカルボン酸系分散剤(マイテイ21HP)との
併用を推奨します。

**ビスコトップの添加前に、消泡剤を添加することを推奨します。泡立ちが気になる場合、必
要に応じて消泡剤を追加で加えてください。

***ビスコトップと消泡剤は練水の一部として使用してください。(例)上記配合の場合、
676.2-11.5-0.23＝664.47を練水として使用する。

界面活性剤型液体増粘剤

ビスコトップ 500K
～空洞充填用～

ミキサー：ハンドミキサー
試験温度：20oC恒温室内
セメント：高炉B種セメント(3.04g/㎝3)
砂：京都府産山砂(2.56g/㎝3)
混錬方法：セメント＋砂＋水 (消泡剤含む)→10秒間混練→ビスコトップ500K添加→60秒間混練
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試験結果データ集

配合例

No
モルタル
配合

W/C
水

〔kg/m3〕
セメント
〔kg/m3〕

砂
〔kg/m3〕

VT500K
〔kg/m3〕

消泡剤
AF-146
〔kg/m3〕

1 1：1 150% 676.2 450 450 11.5 0.23

2 1：2 149% 572.6 385 770 9.7 0.19

3 1：3 150% 500.2 333 999 8.5 0.17

試験結果

No
フロー
(mm)

生比重
(-)

ブリージング
(@24h)

水中不分離性
(‐)

28日強度
(N/mm2)

1 368×366
1.56

(1.48～1.58)
0 ◎ 3.1

2 343×337
1.70

(1.63～1.73)
0 ◎ 3.7

3 303×301
1.81

(1.73～1.83)
0 ◎ 5.3

かっこ書きは目標比重

界面活性剤型液体増粘剤

ビスコトップ 500K
～空洞充填用～

試験結果はあくまで一例で、使用するセメントの種類や砂によって値が変動する恐れがあります。
必要に応じて実際にしよする材料で試験練を行い、配合を決定してください
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